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3-1-2. 初期臨床研修医数の推移 

 統合前からのマッチングの推移は 

図表 12 のとおりである。 

 統合前の平成 16 年から平成 23 年ま

では、８年間連続でマッチングが不成

立であり、統合前年の平成 24 年から平

成 30 年までは７年連続フルマッチン

グとなっている。 

 しかも平成 27 年以降は、応募者が急

増し、平成 30 年度採用募集の中間公表

では、１位希望人数が 25 人となり、全

国ランキング（全国の市中病院と大学

病院分院）で 35 位、兵庫県内では県立

尼崎総合医療センター39 人、神戸市立

医療センター中央市民病院 34 人につ

いで３位となっている16。神戸大学の 

たすきがけでも希望者が増加しており、 

平成 30 年度は３名の枠で受け入れし

ている。 

 ６年間で受け入れた研修医は、44 

人であり、うち県内出身者が 31 人、 

そこには北播磨圏域出身者が６人含 

まれている。地元出身の研修医が出 

身高校に招かれ、医師を目指す後輩 

たちに北播磨総合医療センターでの 

研修医生活を報告している。これは、 

地域で活躍する将来の人材確保につ 

ながる活動である。 

 

3-1-3. 医師総数の推移 

 統合前の平成 24 年から平成 30 年ま 

                             
16  医療維新 https://www.m3.com/open/iryoIshin/article/558980/(2018 年 7 月 20 日アクセス)。 

図表 12：マッチングの推移 

（出典：北播磨総合医療センター提供） 

図表 13：医師数の推移 

（出典：北播磨総合医療センター提供） 

－ 269 －



－ 270 －



－ 271 －



－ 272 －



－ 273 －



－ 274 －



－ 275 －



－ 276 －



財務の成果

次に統合病院の財務の成果を検証する。

統合病院の建設費の財源構成

建設事業費及び財源スキームの概要は、図表 ～ のとおりである。

約 億円近い事業費の財源については、総務省のガイドラインに沿った再編ネッ

トワークに伴う有利な交付税措置や地域医療再生交付金を活用している。その結果、

建設事業の最終決算では、特例交付金 百万円、交付税措置 百万円、両市

の負担 百万円を差し引いて、企業団 は事業費総額の約３割の 百万円の

負担で病院建設ができている。もしも、通常の交付税措置（病院事業債の ％）のみ

であれば、企業団の負担は、約 倍の 百万円となるところであった。

有利な交付税措置の内訳は、①再編ネットワークに伴う割高対象経費の 分の に

一般会計出資債が認められその経費の ％、②災害拠点病院等事業の対象経費の ％、

③残りの対象経費の ％である。

また、起債の対象とならない経費（移転費、什器備品費等） 百万円は、主に薬

局用地の売却費 百万円及び建設事業の消費税還付額 百万円を財源にしている。

北播磨総合医療センターを運営する一部事務組合（地方公営企業法を全部適用）のことを企業団という。

図表 ：建設事業費とその内訳 図表 ：企業債償還の財源内訳

（出典：北播磨総合医療センター建設事業費決算書により筆者作成）
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